
(1960s – 1990s)

increasedecrease

Averaged Total Rainfall in June 
in1990s (observed)

適応策におけるDIASの役割



適応策におけるDIASの役割



A1Bシナリオに沿った17モデルの予測結果の
50年後の10年確率雨量の増加割合

0.0  0.2  0.4  0.6  0.8  1.0  1.2  1.4  1.6  1.8 

CGCM3.1(T47)
CSIRO‐Mk3.5
INM‐CM3.0

PCM
CNRM‐CM3

MRI‐CGCM2.3.2
GISS‐AOM
ECHO‐G

ECHAM5/MPI‐OM
CSIRO‐Mk3.0
GFDL‐CM2.1

MIROC3.2(medres)
CCSM3

CGCM3.1(T63)
GFDL‐CM2.0

MIROC3.2(hires)
IPSL‐CM4

平均=1.2
(from 17 models)

適応策におけるDIASの役割



氾濫解析結果氾濫解析結果

現在気候下での現在気候下での1010年確率洪水年確率洪水 5050年後の年後の1010年確率洪水年確率洪水

適応策におけるDIASの役割
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渇水の評価方法

現在気候の20年分のデータから渇水流量を規定

将来・現在で何日間渇水日数を下回る日があるか数える

渇水日数の変化の割合

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

MIROC3.2(hires)

CNRM‐CM3

MIROC3.3(medres)

GFDL‐CM2.0

MRI‐CGCM2.3.2

割合 [%]

減少 増加

平均

82%4つで減少

将来における渇水の評価
適応策におけるDIASの役割



End to EndEnd to End の適応策（河川・水資源分野）の適応策（河川・水資源分野）

全球モデル間の
不確定性定量化

IPCC
第4次
評価
モデ
ル
出力

IPCC
第5次
評価
モデ
ル
出力

全球疑似温暖化
実験プロダクツ

地域・流域気候
変動予測プロダ

クツ

河川流域水量・水
質予測プロダクツ

河川・地下水水

量・水質
変動予測

洪水

平水

渇水

地下水

情報

貯留
施設

処理
施設

現行施設・
計画・管理

災害
防御
施設

配
分
政
策

価
格

環境

生活

産業

水害

旱魃

ロジック
モデル

産業連
関表

被害ポ
テンシャ
ル

被害ポ
テンシャ
ル

影
響
評
価

現地調査

早期警戒

配分政策

土地利用

適応策オプ
ションの選択

など

災害防御
革新技術

水処理
革新技術

適
応
策
決
定

モニタリング
評価検証

適
応
策
実
施

理学的アプローチ 工学的アプローチ 社会経済学的アプローチ

自然地理、人文社会地理的条件の異なる地域・流域間の比較・検討による一般化システムの提案



環境変化による水量・水質の均衡分析概念図
水
価
格

供
給
コ
ス
ト

地下水

水道水

技術(1)

総供給量／総需要量

総
供
給
限
界

供給関数

需要関数

需
要
量

技術(2)

技術革新

需
要
量

(技
術
革
新
)

総
供
給
限
界

干ばつ

市民の需要構造変化

需
要
量

(需
要
構
造
)

(１) (２)

(１)

需
要
量

(需
要
構
造
)

(２)

水質要求
の高度化

技術革新

干ばつ

水質要求
の高度化

干ばつ



「評価構造調査」とは？「評価構造調査」とは？
１．評価構造調査１．評価構造調査

流域のみなさんは川をどのように感じ、どう評価しているか…？
評価構造調査では、以下のような４つの階層があると想定して調査・
分析しています。

：「好ましい－好ましくない」

：「安全だ－危険だ」

「親しみがある－親しみがない」

：「川と触れ合える－川と触れ合えない」
「水質対策は十分だ－不十分だ」など

：「水はきれいだ－汚い」
「水量が多い－少ない」など

〇 河川評価の４つの階層 〇

主観的
抽象的

客観的
具体的

総合評価

評価

判断

外的環境を一次的に
感じ取る部分



流域住民のみなさんの川に対する評価の過程には多少の流域住民のみなさんの川に対する評価の過程には多少の
地域差があるが、主要な過程は共通している。地域差があるが、主要な過程は共通している。

最も強い経路（太い矢印の流れ）は４地域で共通

矢印が交錯＝外的環境からの判断は、上の２層間より地域差が大きい

評価（安全・親しみ）

外的
環境

好ましい川の姿か？

安全性は？ 親しみやすさは？

広場やイベントは
あるか？

水量・水位は？ 水質は？川幅や深さ、
堤防の高さは？

堤防、棚田や森林
は水害防止に役立
っているか？

川に親しめる
環境はあるか？

水害対策は？
水害の

うけやすさは？
水質対策は
されているか？

川や川辺の植物、
生物の種類は？

関川上中流 河川なし 保倉川下流関川下流保倉川上中流

判断

評価（安全・親しみ）

総合評価（好ましさ）

外的
環境

第一
印象



「心理プロセス」とは？「心理プロセス」とは？
２．心理プロセス調査２．心理プロセス調査

〇 ５つの心理段階〇 ○ ５つの心の働き○

影響

１．「知識」： 対象を知っている段階

（見たこと・聞いたことがある）

２．「関心」：対象に興味・関心がある段階

３．「動機」：対象に関わりたいと思う段階

４．「行動意図」：具体的に行動

しようと思う段階

５．「行動」：実際に行動している段階

●このままでは危ないと感じる
「危機感」

●やらなくてはいけないと感じる
「責任感」

●対策が有効であると感じる

「有効感」

●実行できる機会があると思う

「実行可能性」

●努力に見合った成果が得られる

と思う 「報われ感」

流域のみなさんの川に対する知識・関心・行動の積極性と、その原因
は…？
心理プロセス調査では、以下のような「５つの心理段階」と「５つの心の
働き」があると想定して、分析します。
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